
生物による缶詰工場廃水処理に関する研究－Ⅰ  

ミカン缶詰工場の廃水処理  

毛利 威徳・川崎 陽子・平井 厚子  

The Waste Disposalin Orange CanrLing Factorys by Biological  

nIethod．（11）Wastes Treatmentin Orange Canning Factorys  

TakenoriMouri，Yoko Kawasakiand Atsuko Hirai．  

Alarge quantitytreatmentwas triedin the Orange canned wastes，referring tothe  

previous report No．1．   

The activated sludge treatmentfor this waste wasinvestigated．When BODloadingwas  

underl．4kg／m8／day（retentior time．over 8 hr）and2，000ppm of nitrate was added  

applementaly at25OC above90％of BODofthe waste was removed．The flow diagram of  

activated sludge treatmentas shownin Fig 6was drawn for afactory that discharges50  
m3ofwaste containing600ppm BOD a day．   

Following the batchwise test，a COntinuous test was carried cut．The effluent was  

remarkably purified and90％of BOD、and85％ of COD were removed respectively from  

血e originalwaste．   

1．緒  

前額l）において，夜還培養法により各処理条件の検討を行ったが，実際の廃水処理としてスケー  

ルアップした時、連続培養でなくてはならない．その場合，汚泥の劉養等多くの問題点があると考  

えられる．   

本宅では，先づ馴養方法とその汚泥による連続処理．BOD負荷と除去率との関係等の連続処理  

条件に基づいて，50tの曝気槽までスケールアップを行い処理の検討を行ったので報告する．  

2．実 験 方 法  

2・1 ミカン廃水 前報l）で報告したみかん廃水を使用し，またエ填での実験ではBOD5（氾～  

700ppmになる様に調整した廃水を使用した．   

2・2 活性汚泥の培養 前報で報告した方法で培養を行い，その汚泥を使用した．また今回は，  

みかん廃液とN源，又C源に富んだ廃液を使用し，約3～4日間培差した汚泥も使用した．   

2・3 囁気方法 模擬的な培養槽を作り曝気を行った．通気量毎分3g．培養温度250cで連続的  

に処理を行った．50亡の場合，コンプレッサーの圧力0．5kg／cm㌔l吐出塁3，5mソminを使用した．   

2・4 汚泥容積 前報1）に準じて行 った．  
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2■5 汚泥濃度 前報1）に準じて行った．   

2・6 一般分析 前報l）に準じて行った．すなわちCODは、K2Cr20，法．KMnO．法，BODは  

ウィンクラー変法によった．尚，曝気液のBOD．COD測定および処汲水の水質分析は3000rpm  

lO分間の遠心分離後の上澄液について行った．   

2・7 透過率 分光々度計（波長胡0叫∠セル厚さ1cm）により曝気液を300OrpmlO分間遠心  

分乾したときの上澄液の透過率を100％に合わせ，同じ曝気液を100Ingシリンダーにとり30分間静  

置沈降させたときの上澄液の透過率を  

測定し％で表示した．  

3．実 験 結 果  

3・1廃液の処理量 一定容量の曝  

気槽に対する廃水の処理竃庖求めるた  

TablelAnabTSis ofwaste and activated sludge．  

TabIe 2 Relationshipbetween seration【ime and removalofBOD（bath type test）   



廃水の添加量，BOl）量として封8－2317ppm  

になるように廃液と活性汚泥を混合し，kd＝  

5．8×10‾7，汚泥濃度5％，温度諮OCの処理条  

件で夜盗し曝気液を鍾時的に分析した．その結  

果をTablel，Table 2およぴFig．1に示し  

た．   

バッチ式による処理試験でBOD負荷量が少  

なくとも1200ppm 以下ではBOD除去率に  

対して負荷量と曝気時間は比例関係となり飢8  

ppmのとき1．5時間，556ppmのとき3時間，  

1112ppmのとき6時間でBOD除去率は90％以  
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上になって処理は終った，実容量1m8 の曝気  

0  2  4  6  8 IO 12 hours   

Fig 3 Resulf of Continuous test 

槽に対して1日に処理できる廃  

水の量を計算すれば最高400～  

450g／mき／日となり，月OD負荷  

豊では 3．5一－4．Okg／mさ／日とな  

る．   

3・2 連続廃水処理試験 連  

続廃水処理試験装置はFig．2  

の如くである．  

Table 3  Effect ofact；vated sludge treatmentfororange  

canれed．   

この装置を使用し廃永の添加量，BOD800ppm，流速2．3C／hr通気壷3e／min，温度250cで連続  

的に処理を行った結果Table3．Fig3の如くである   

連続培養法でBOI）負荷1．4kg／mソ臼では滞溜時間4時間でBODの除去率は90％以上になるこ  

とが明らかになった．   

3・3 連続処理における廃水の処理量とBOD除去率 廃水のBODを500ppmに調整し，通気  

量3g／nlin，温度250cで連続培養を行った結果Table4のごとくである．  
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Table 4 Retation between BODloding and BOD reduction by continuous tcst．   

上記の様に各条件で処理した結果，そのBO  

D負荷とBOD除去率の関係を表わすとFig  

4の如くである．   

90％以上のBOD除去率を出すための処理を  

行うにはBODlOOOppm以下で．BOD負荷が、  

3．0～4．Okg／mソ日が，最高であった．汚泥濃度  

は，理想として3～4％が良いが，みかんの場  

合2％であった．透明度ほ悪く，100qppm以  

上の廃永では黄色が目立ち希釈して涜すことが  

必要と思われる．次にこの召OD負荷畳と除去  

率を参考にして50tの囁気槽を設計し．処理を  

行った．   

3・4 50t囁気捨の処理 工場詞査の結果か  

ら7ルカリ処理廃水と酸処理廃水を混合して，  

BODを約600ppmとし廃水量を5m8／hrとし  

て処理を行った．又1日の操巣を8時間とした  

（したがって一日の処理対象となる廃永量は50  

tとなる，酸処理廃永とアルカリ処理廃水を中  

和梧で混合し，消石灰で中和した．）廃水処理  

の計算は市川2）らの方法に準じた．その処理工  

程はFig 5のごとくである．  
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① スクリーンはロータリースクリーンを使用した．穴経0．5mm  

⑧ 中和槽（調整桔）10t 滞留時間 2時間  

㊥ 曝気槽  60t  

④ 沈毅槽  20t 滞潜時間 4時間  

エアブロー  圧力 0．5kg／cm皇  

吐出畳 3．5mソmin  

以上の様な設備で総面積は45m2を使用した．   

装置仕様について  

⑥ スクリーンはロータリーで大型浮遊物は自動的に抜き取る様になっている．   

㊥ 中和槽（調整層）は撒気管を，1木取りつけ、曝気しながら中和を行った．水質と水量を  

均一に曝気槽へ送永する．   

（診 暖気槽  

槽内活性汚泥濃度1500ppm  

BOD除去速度恒数 K＝0．349×10嶋3（BOD除去速度の計算式より）  

完全遵緩速転の物質収支式から  

KST  
n（％）＝   ×100  

1＋KS′oT   

これより80％の場合として   

曝気滞瀞時間 T＝7．6  

0．7（kg／m8）×50－35  BOD 負荷   0．39（kg／kg／day）  
1．5（kg／ma）×60 90   

必要酸素量10．38  

0．353（0．7×50×0．84）十0．07′（1．5×60）＝16．68  

≒16．7（kgoソday）   

④ 沈毅槽  

沈毅時間 4時間  

余剰汚泥の生成量  

0．85（0．7X50×0．朗＝）－0．049（1．5×  

50）十（0．7×50）＝56．3（kg／day）  

沈毅汚泥容積は10（kg／ln8）であるから余  

剰汚泥濃度は5．6（mソday）となる．  

この様な条件で処理を行った結果Fig6，Table  

5の如くである   

BOD 除去率は約90％になり充分活性汚泥法  

で処理することができた．  

9 川II121314 ほ16171血  

－ pH  

‾‾‾－‾ COD KzCr207  

一－－・－eOD KMnO．  

－－－－・・・・・・・・・・・BOD  

Fig 6 Variatiom oEw8ter pO11utionitemof  

treated wast water from orange  

Cannlng．   
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Table5 Variation of water pollutionitemsoftreated  
wasteヽ∇ater from orange eanning．  

4．考  察  

前報において最澄培養法の諸  

条件を検討した．その結果より  

最適灸件で鐘時的な処理を行な  

うと 248ppnlから，556ppm  

までは3時間でBO工）を90％以  

上除去することができた．また  

1500～200恥pmでは7～8時間  

経過することによりBOD除去  

pHIss（pp）fco惚軒髄桝oD（ppm）  

率を90％以上に上げることがで  

皇た．BOD負荷量でほ3．0～4．Okg／mソ日となる．この事は小野8〉，田代氏■）らの他の工場廃水の場  

合と一致する．連続処理の場合でも3．0～4．Okg／mソ日までの負荷に対しては連続的処理ができる  

ものと考える，したがって50t／dayの処理を行うための設備の設計を行った．中和槽（調整槽）  

10【，曝気槽60t，汚薮槽30亡とし．プラント試験を行った結果．BODを約80～90％まで除去する  

ことがで卓た．ミカン廃水において汚泥濃度を1500ppm以上にするために，窒素源，炭素蓼を添  

加したが顕著な増殖は認められかった．これは薮遼培養法でも同様であり，ミカン廃液の場合は汚  

泥の発育が悪いことが明らかになった．50亡処理の場合汚泥の培養にできるだ【サミカン廃液と糖類  

（米のとぎ汁等）また窒素源（ケイフン等）を入れて5日間馴養した菌を使用した．缶詰廃水の場  

合，廃永のBOD及びpHを一定にすることが因襲であるため中和槽（調整槽）の容量を一般の中  

和桔より大きくしなければならないと思われる．一般工場とこの点が異なると考えられる．この程  

に活性汚泥法でも，みかん廃水において微生物的管理が良ければ90％以上BOD除去効果を上げる  

ことができるものと思われる．  

5．要  約  

薮達培養法ではBODlOOOppm以下でほ約4時間で90％のBOD除去効果を上げることができ  

た．BOD負荷3．4～4．Okg／mソdayまでで90％以上の効果を上げえた．連続培養においてもBOD  

負荷3．5～4．Okg／mソdayでほぼgO％以上の効果を上げることができた．．50t槽では汚泥濃度1500  

ppm，滞潮時間7．6時乱BOD負荷0．39（kg／kg／day）．酸素畳16．68（kgo！／day）で処理を行った  

結果，約90％のBOD除去率を上げることができた．  
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